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DWIBS検査の予約方法等、MRI検査に何かご不明な点等あればMRI室にお声かけ下さい。
よろしくお願い致します。

(文責 横田)

RI・PET検査との違い
・今までは全身のがん病変を検査することができるの
はPET-CT検査が代表的でした。
PET-CT検査がブドウ糖代謝により病変を検出す
るのに対して、DWIBS検査では細胞の密度の増加
により病変が光らせて検出します。

・DWIBS検査も胃がんや大腸がんの検出に不向き
なのは同じですが、腎がん・尿管がん・前立腺がん等
の尿路系がんや骨転移等の診断には適しています。
ただし、DWIBS検査も小さい病変の検出は難しい
という弱点があります。また体動に弱いため長時間の
検査が困難の患者さまの場合も検査が難しい場合が
あります。

DWIBS(Diffusion-weighted Whole body Imaging with Background body signal)

検査について

DWIBS検査？

・MRI装置を使用して全身にわたっ
てがんや転移を探す全身がん検査で
す。
MRIの高性能化によって可能とな
りました。
頚部～骨盤部を1度の検査で撮影
し、がんリスクを調べることができま
す。

・昨年度のMRI装置機器更新により
当院でも全身DWI MRI検査が可能
になりました。



STATについてご存じでしょうか？

STATとは、画像診断において、診療放射線技師が撮影後の画像所見を医師に伝
えることです。

撮影後の画像を一番最初に目にするのが診療放射線技師だからです。また、診療
放射線技師は普段から撮影モダリティに触れ、原理や技術を把握しているため、
専門性が高い提案や見解が期待できます。本来、読影は放射線科医が行います
が、特に緊急性が高い場合は、最初に画像を目にする診療放射線技師が初見を
判断し医師へ報告することで、より早い診断や治療に繋がります。この対応の早さ
が、患者の生死を分ける場面もあるでしょう。

なぜ診療放射線技師の所見なのか

厚生労働省医政局の「チーム医療の
推進に関する検討会」にて診療放射
線技師は、
（１）画像診断における読影の補助を
行うこと、
（２）放射線検査等に関する説明・相
談を行うこと、
が具体例として挙げられ、診療放射
線技師を積極的に活用することが望
まれました。

文責：田島

当院放射線技術部で
もSTAT画像の報告が
できるよう、日々業務に
取り組んでいます。


